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1. 最近経験した辞麗をともなった貧血の 3191J
土屋聖二，設医学(旭中央)
緯腫;こ貧車をともなう疾患比血液疾患，うっ血性碑
腫等，多種にわたるため，慎重に診断しなければならな
い事を菊感したので 3倒を報告した。(第 1例は， 肝生
検，肝静脈カテーテノレ法，腹腔動脈造影等から，特発性
向蔀圧充進症と診欝し外科にて牌射を行った。第2例
は，肝生検から，サノレコイドーシスを疑われた。第3例
は，クームステスト揚性から，昌己免疫性溶血性貧血を
示唆され，クームステスト陽性になる疾患を捺外した。) 
2. 	 EDTAによる血小板;疑集とその臨床的背景
重臣英夫(千葉県がんセンター臨床検査部)
松村康一〈君津中央) 
1973年 Schreinerらが報告した EDTA依存性血小
板疑集素の性格とその議床的背景を検索した。当がんセ
ンターでの出現頻度は0.17%で，症例の多く辻感染症に
誘導されて出現し， EDTAspeci五cで，血小板の自動算
定記際して鵠の抵値を示す。その血小板疑集活性は血?青
中にあヲ，抗 IgM血渚で庖害され，疾患経過に応じて
可逆的変動を示す。一方非化膿性護性疾患に伴起し， 
IgGの性格を持つ 2例では，その凝集活性が長惑に持続
した。またこれらの凝集活性は豆核球にも働くことを示
した。免疫性機序により誘導される一連の現象と考え
た。 EDTAdependent M.P.A. (Megakaryocyte-Pla-
telet Adherence)と表現した。 
3. 	 脱毛と下肢有痛性けいれんを伴う Kugelberg-
Welander賓の 1偶
児島孝行，柏田尚文，田村寿夫
ふ林正直，武井義夫，斉藤輝六
北条龍彦
(小田原市立)
中野義澄〈千大) 
40歳男性。家系内に同様の 3症例あれ 4-5歳より
下腿筋の有痛性けいれんあれ 22歳頭髪説毛。 37歳顎よ
り下肢近位務第力母下生じ徐々に進行。症状は寒冷，運
動で悪化する。骨関節変形なし。深部反射減弱，下肢近
{立第で軽度の筋萎縮，筋力低下あり。下躍の伝性記大を
認、む。 CPK，アルドラーぜ上昇。筋電図，筋生検では神
経原性及び筋原性の混在した所見を示す。以上里吉病と
の関連を思わせる K-W病の 1例を報告した。 
4. 高度なイ~ Na車の 1痘例

一-SIAD韮 iこ対するレダマイシンの効果

上野正和，五十嵐正彦〈国立習志野) 
54歳の女詮。高度の低 Na血(104-115mEqjl)発
作，tj(中 Na 100mEqj日以上， 高惨透圧呆， 腎機能王
常， r手塵(一)，農水〈一)等で SIADHと患われる症例
にレダマイシン600mg/日を10日間投与し， 血清 Na~宜
は114→144mEq/lと上昇， 軽度の利尿 (1000ml→2300 
ml/日)をみた。 この間話半の数日は尿量の増加があっ
ても排控 Na量はそのままであった。レダマイシン中止
後 1 カ月間車清 Na~室は正常域に止まったが，再度低下
の額向を示している。 
5. 	 高震なイ墨豆血の 2誼{予言

一一言草或分によると思われる

玉十底正彦p 上野正和〈国立習志野〕
慢性肝炎と肝袈変症の 2f7tlにおいて，高血EEを認めた
ので、サィアザイド剤を投与したところ， 1. 3，1.9mEq/l 
の低K車を来し，服薬内容にグジチノレリチン剤の共通を
認めた。甘草成分はアノレドステロン作用があヲ，抵K血
を来すと既;このべられているが，本弄jは許疾患のトラン
スアミナーゼ値の改善に一応の評植があり，今後更に使
荊の頻度辻高まると思われるもので，上記の事実につき
一応の認識を広めることがのぞましい。 
6. 腎疾悪の動向〈過去 4年聞の腎生検を中毛、として)
一一一特に震発性ネフローゼ症侯群について一一
。青柳ー豆，土田弘基(千葉社会探険〕
森和夫(冨立千葉・小児科)
蟹沢構子〈国立下五三津・小克科〉
腎疾患の診断・治療法の決定，予後推定のために腎生
検法は不可決のものである。今思，退去4年間に腎生検
により，病型を決定し得た 745例のうち，原発性ネアロ
ーぜ症侯群について検討をした。その頻度は彊性糸球体
